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島
原
大
変
に
お
け
る
眉
山
崩
壊
時
の

水
蒸
気
爆
発
に
関
連
す
る
と
推
定
さ
れ
る
資
料
に
つ
い
て

林

茂

R鳥

海

邦

匡

は
じ
め
に

寛
政
四
(
一
七
九
二
)
年
に
発
生
し
た
「
島
原
大
変
」
は
、
約
一
万
五
千
名
も
の
犠
牲
者
を
も
た
ら
し
、
死
者
数
が
判
明
し
て
い
る
日

本
の
火
山
災
害
で
は
最
大
規
模
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
島
原
市
街
の
背
後
に
そ
び
え
る
眉
山
の
崩
壊
お
よ
び

そ
れ
に
よ
っ
て
発
生
し
た
有
明
海
の
津
波
で
、

現
在
も
前
者
の
痕
跡
を
眉
山
や
島
原
市
街
地
、
そ
の
前
面
の
九
十
九
島
、
さ
ら
に
海
底

の
起
伏
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
[
赤
木
、
二

O
O
ニ
。
ま
た
津
波
に
よ
る
死
者
の
供
養
碑
も
、
「
島
原
大
変
肥
後
迷
惑
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
島
原
半
島
だ
け
で
な
く
、
熊
本
県
側
の
海
岸
の
各
地
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
O
年
l
一
九
九
五
年
の
雲
仙
普
賢
岳
の

「
平
成
噴
火
」
で
は
、
火
砕
流
の
発
生
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
で
た
が
、
初
期
に
眉
山
の
崩
壊
が
真
剣
に
懸
念
さ
れ
た
[
太
田
述
・
吉
田

著、

一
九
九
九
、

一
O
一
頁
]
の
は
、
こ
の
災
害
の
状
況
が
地
元
で
も
か
た
り
つ
が
れ
、
記
憶
さ
れ
て
き
た
か
ら
に
は
か
な
ら
な
い
。

1 

さ
て
こ
う
し
た
眉
山
崩
壊
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
の
あ
い
だ
で
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

一
方
の
説
は
駒
田



2 

[
一
九
二
二
]
お
よ
び
佐
藤
[
一
九
一
八
]
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、

眉
山
の
噴
火
に
よ
り
崩
壊
が
発
生
し
た
と
し
て
お
り
、

「
火
山
爆
裂
」
説
と
い
わ
れ
て
き
た
。
他
方
は
、
地
震
が
ひ
き
が
ね
に
な
っ
て
こ
れ
が
発
生
し
た
と
す
る
「
地
震
崩
壊
」
説
で
、

お
も

に
大
森
[
一
九
一
八
]
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。
か
な
ら
ず
し
も
こ
の
枠
組
み
に
そ
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

眉
山
崩
壊
に
関
連
す
る

議
論
は
そ
の
ご
も
つ
づ
け
ら
れ
、
新
説
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
も
決
着
を
み
て
い
な
い
[
太
田
、

一
九
八
五
、
六
O
六
八
頁
]
。

「
眉
山
大
崩
壊
の
原
因
を
〈
火
山
爆
裂
〉
、

〈
地
震
崩
壊
〉
あ
る
い
は
〈
熱
水
(
温
泉
)
増
大
〉
と
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
太
田
[
一
九
八
四
、

一
二
頁
]
の
言
葉
は
、
眉
山
崩
壊
に
関
す
る
研
究
の
現
状
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
筆
者
の
う
ち
小
林
は

一
九
八

0
年
代
の
な
か
ば
よ
り
、
島
原
大
変
関
係
の
絵
図
に
関
心
を
も
ち
、
そ
の
報
告
を
お
こ
な

っ
て
き
た
[
小
林
ほ
か

一
九
八
六
、
小
林
、

一
九
九
二
。
な
か
で
も
眉
山
崩
壊
直
後
に
、
島
原
藩
に
よ
っ
て
幕
府
に
対
す
る
報
告
用

に
作
製
さ
れ
た
「
島
原
大
変
大
地
図
」
(
現
島
原
市
図
書
館
蔵
)
に
つ
い
て
は
、
く
り
か
え
し
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
い
る
[
勘
米
良
・
小

林

一
九
九
五
な
ど
]
。
と
く
に
同
図
に
え
が
か
れ
る
、
眉
山
の
崩
壊
に
よ
っ
て
生
じ
た
二
種
類
の
堆
積
物
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
す
る

と
〉
γ
も
に
、

そ
の
発
生
が
説
明
で
き
る
よ
う
な
仮
説
の
必
要
性
を
主
張
し
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
ま
ず
、

眉
山
の
崩
壊
時
に
は
岩
屑
流

と
土
石
流
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
[
宮
地
ほ
か

一
九
八
七
]
。
岩
屑
流
は

一
九
八

O
年
の
セ
ン
ト
へ
レ
ン
ズ
や
一

八
八
八
年
の
磐
梯
山
な
ど
で
も
お
こ
っ
て
お
り
、

山
体
の
崩
壊
に
よ
り
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
火
山
活
動
が
ひ
き
が
ね
に
な
っ
て
お

こ
る
も
の
が
、
も
っ
と
も
大
規
模
に
な
り
、
崩
壊
あ
と
に
は
馬
蹄
形
の
火
口
地
形
が
の
こ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
る
[
宇
井
、

九
八
八
な
ど
]
。
た
だ
し
、
眉
山
崩
壊
時
に
こ
う
し
た
岩
屑
流
に
つ
づ
い
て
土
石
流
が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
充
分
な
説

明
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

一
九
九
七
年
五
月
に
発
生
し
た
秋
田
県
鹿
角
市
八
幡
平
地
す
べ
り
は
、
地
す
べ
り
に
つ
づ
き
、
「
岩
屑
な
だ
れ
」
お
よ
び
土
石
流
が



発
生
し
た
[
千
葉
ほ
か

一
九
九
七
]
と
い
う
点
で
、
眉
山
崩
壊
と
の
類
似
性
が
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
地
す
べ
り
で
は
同
時
に
水
蒸
気

(1) 

一
九
九
七
な
ど
]
、
さ
ら
に
関
心
を
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
島
原

爆
発
や
そ
れ
に
と
も
な
う
降
灰
も
発
生
し
て
お
り
[
林
、

島原大変における眉山崩壊時の水蒸気爆発に関連すると推定される資料について

大
変
関
係
の
歴
史
資
料
の
多
く
は

『
新
収
日
本
地
震
史
料
』
第
四
巻
別
巻
な
ら
び
に
補
遺
別
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
[
東
京
大
学
地
震

研
究
所
編
、

了
三
二
九
頁
、

一
九
八
九
、
二
二
五
二
六
六
頁
]
。
そ
の
な
か
に
、
あ
き
ら
か
に
水
蒸
気
爆
発
に
関
連
す
る
と

一
九
八
四
、

思
わ
れ
る
見
聞
記
録
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
の
第
四
紀
学
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
着
目
し
て
上
記
入
幡
平
地
す
べ
り

と
眉
山
崩
壊
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
発
表
を
地
形
学
者
と
と
も
に
お
こ
な
っ
た
[
小
林
ほ
か
、

一
九
九
七
]
。

た
だ
し
こ
の
見
聞
記
録
を
掲
載
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
充
分
な
注
記
が
な
く
、

そ
の
成
立
過
程
や
来
歴
を
検
討

す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
歴
史
資
料
の
利
用
に
際
し
、
資
料
の
性
格
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
自

然
科
学
者
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
[
小
山

一
九
九
九
]
。
こ
の
点
、
引
用
が
た
め
ら
わ
れ
た
が
、

そ
の
ご
関
心
を
も
っ
て
調
査

を
す
す
め
た
と
こ
ろ
、
上
記
見
聞
記
録
に
つ
い
て
関
連
す
る
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
眉
山
崩
壊
時
の
水
蒸
気
爆
発
に
関
連
す
る
と
推
定
さ
れ
る
見
聞
記
録
を
掲
載
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
性
格
や

来
歴
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
眉
山
崩
壊
研
究
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
に
む
け
て
、
以
下

で
は
ま
ず
眉
山
崩
壊
に
関
す
る
論
争
の
背
景
を
簡
単
に
紹
介
し
た
あ
と
、
こ
れ
を
掲
載
す
る
ふ
た
つ
の
資
料
の
検
討
に
う
つ
り
た
い
。

な
お
、
筆
者
の
う
ち
小
林
は
、
二

O
O三
年
度
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
(
佐
倉
)
で
開
催
さ
れ
る
予
定
の
歴
史
災
害
に
関
連
す
る

展
示
準
備
に
、
島
原
大
変
を
担
当
す
る
共
同
研
究
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
本
稿
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
展
示
が
充
実
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
ま
た
資
料
の
探
索
に
あ
た
っ
て
は
、
古
賀
正
美
氏
(
久
留
米
市
文
化
財
課
)
、
梶
嶋
政
司
氏
(
太
宰
府
市
史
編
さ
ん
室
)
、

3 

九
州
大
学
図
書
館
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。



4 

一
、
眉
山
崩
壊
の
原
因
に
閲
す
る
論
争
の
背
景

眉
山
崩
壊
の
原
因
に
つ
い
て
、

現
在
も
な
お
共
通
し
た
理
解
が
え
ら
れ
て
い
な
い
背
景
に
つ
い
て
ま
ず
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
・

ぃ
。
「
火
山
爆
裂
」
説
を
提
唱
す
る
駒
田
[
一
九

一
九
二
ハ
、
四
四
四
七
頁
]
は
、
崩
壊
ま
え
の
地
震
の
推
移
や
地
下
水
異
常
、

崩
壊
時
の
音
響
や
地
震
、
さ
ら
に
は
崩
壊
跡
地
の
地
形
を
そ
の
根
拠
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
。
ま
た
佐
藤
[
一
九
一
八
]
は
崩
壊
後
の

眉
山
の
地
形
お
よ
び
そ
の
前
面
の
「
流
れ
山
」
を
重
視
す
る
が
、

い
ず
れ
も
「
火
山
爆
裂
」
が
あ
っ
た
と
い
う
直
接
的
根
拠
を
提
示
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
大
森
[
一
九
一
八
]
は
つ
ぎ
の
四
点
を
あ
げ
て
、

そ
の
説
を
否
定
す
る
。
ま
ず
第
一
に
眉
山
崩
壊
の
場
合
に
は
、

爆
裂
に
と
も
な
う
は
ず
の
火
山
灰
が
み
ら
れ
な
い
。
第
二
に
爆
裂
の
と
き
の
音
響
は
遠
く
ま
で
聞
こ
え
て
い
る
は
ず
な
の
に
、

そ
、
フ
し

た
現
象
を
と
も
な
っ
て
い
な
い
。
第
三
に
前
駆
的
な
地
震
お
よ
び
小
噴
火
か
ら
爆
発
的
噴
火
、
さ
ら
に
溶
岩
流
出
へ
と
移
行
す
る
よ
う

な
、
通
常
の
噴
火
の
順
序
が
み
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
第
四
と
し
て
、
当
時
の
記
録
の
な
か
に
も
眉
山
の
崩
壊
が
噴
火
に
よ
る
こ
と
を
示

す
よ
う
な
も
の
が
み
と
め
ら
れ
な
い
、

と
主
張
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
ご
佐
藤
[
一
九
二
六
]
は
こ
れ
に
反
論
し
て
い
る
が
、
上
記

の
う
ち
と
く
に
第
一
点
と
第
四
点
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
論
拠
ら
し
い
も
の
を
あ
げ
て
い
な
い
。

島
原
大
変
当
時
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
大
森
[
一
九
一
八
]
の
示
す
第
四
の
論
点
に
応
じ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
眉
山
崩
壊

が
発
生
し
た
寛
政
四
(
一
七
九
二
}
年
四
月
朔
日
夜
は
、
暦
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
新
月
で
月
あ
か
り
が
な
か
っ
た
。
ま
た
そ

の
住
置
か
ら
、
陸
上
か
ら
で
は
眉
山
崩
壊
を
ひ
ろ
い
視
野
の
な
か
で
目
撃
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
眉
山
の

付
近
、

と
く
に
そ
の
直
下
に
い
あ
わ
せ
て
そ
の
崩
壊
を
目
撃
し
た
可
能
性
の
あ
る
人
び
と
は
、
上
記
岩
屑
流
に
よ
り
急
速
に
生
き
埋
め



と
な
り
、
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
新
収
日
本
地
震
資
料
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
多
彩
な
資
料
を
検
討
し
て
も
、

眉
山
崩
壊
の
目
撃
記
録
は
ご
く
一
部
に
登
場
す
る
だ
け
で
あ
る
。
歴
史
資
料
の
発
掘
や
解
読
が
す
す
ん
で
い
な
か
っ
た
二

O
世
紀
前
半

島原大変における眉山崩壊時の水蒸気爆発に関連すると推定される資料について

に
は
、
こ
の
種
の
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
い
っ
て
よ
い
。

本
稿
で
紹
介
す
る
目
撃
記
録
は
、
眉
山
崩
壊
当
時
、
島
原
付
近
の
有
明
海
の
海
上
に
い
た
船
員
に
よ
る
と
い
う
、
特
殊
な
も
の
で
あ

る
。
眉
山
の
崩
壊
の
様
子
と
と
も
に

一
部
の
記
録
に
は
火
山
灰
と
思
わ
れ
る
も
の
の
降
下
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
大
森
[
一
九
一

八
]
の
論
点
の
第
一
点
お
よ
ぴ
第
四
点
に
密
接
に
関
連
す
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
を
掲
載
す
る
ふ
た
つ
の
資
料
、
「
年
代
記
」
と
「
諸
記

録
」
に
つ
い
て
性
格
と
内
容
を
検
討
す
る
。

ニ
、
「
年
代
記
」

『
新
収
日
本
地
震
史
料
』
は

「
年
代
記
」
の
書
誌
的
情
報
と
し
て
、
「
久
留
米
・
竹
野
郡
」
と
注
記
す
る
だ
け
で
あ
る
[
東
京
大
学

地
震
研
究
所
編
、

一
九
八
四
、
二
七
七
頁
]
。
こ
の
た
め
、
上
述
の
よ
う
に
性
格
の
検
討
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
古
賀
正
美
氏
(
久
留
米
市

文
化
財
課
}
に
お
た
ず
ね
し
た
と
こ
ろ
、
「
年
代
記
」
と
い
う
資
料
が
『
筑
後
旧
家
記
録
』
(
七
隈
史
料
叢
書
[
四
]
)
と
題
す
る
資
料
集
に

収
録
さ
れ
て
い
る
[
松
下
編

一
九
七
O
、

一ー一

O
四
頁
]
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
こ
の
な
か
に
は
『
新
収
日
本
地
震
史
料
』
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
島
原
大
変
関
係
の
資
料
と
お
な
じ
も
の
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
。
た
だ
し
『
新
収
日
本
地
震
史
料
」

の
こ
の
部
分
が
、
原
本
に
よ
る
の
か
、
『
筑
後
旧
家
記
録
』
か
ら
の
転
載
な
の
か
は
あ
き
ら
か
で
な
い
。

さ
て
、
こ
の
「
年
代
記
」
と
題
す
る
資
料
は
、
福
岡
県
三
井
郡
田
主
丸
町
大
字
菅
原
の
本
庄
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
同
家
は
竹

5 

野
郡
の
大
庄
屋
も
っ
と
め
た
旧
家
と
い
う
。
ま
た
「
年
代
記
」
は
こ
う
し
た
本
庄
家
の
家
記
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
と
さ
れ
る
[
松
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下
・
石
井
、

一
九
七
O
、

一
二
頁
]
。
「
前
冊
」
と
「
後
冊
」
が
あ
り
、
こ
の
資
料
集
に
収
録
さ
れ
た
の
は
天
明
年
間
に
は
じ
ま
る
「
後

冊
」
で
あ
る
。
「
前
冊
」
は
「
塩
足
年
代
記
」
と
題
し
て

の
ち
に
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
[
田
主
丸
古
文
書
を
読
む
会
編
、

九

八
四
]
。
な
お
本
庄
(
塩
足
)
家
は
、
島
原
大
変
の
こ
ろ
に
は
塩
足
村
(
上
記
田
主
丸
町
の
近
世
村
)
の
庄
屋
を
つ
と
め
て
い
た
[
松
下
編
、

一
九
七
O
、
三
頁
]
。

「
年
代
記
」
に
お
け
る
島
原
大
変
に
関
す
る
記
載
[
松
下
編
、

一
九
七
O
、

一
一
二
三
頁
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
、

一
九
八
四
、
二

七
七
l

二
八
四
頁
]
は
、
寛
政
四
年
三
月
朔
日
の
地
震
の
記
載
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
「
寛
政
四
年
子
三
月
島
原
一

(
2
)
 

件
所
々
注
進
頭
書
写
」
と
題
す
る
一
連
の
写
し
以
下
と
な
る
。
こ
の
一
連
の
写
し
は
、
「
榎
津
町
別
当
注
進
」
、
「
水
主
源
七
日
上
書
」
、

(
3
)
 

「
江
上
大
庄
屋
浅
川
磯
八
注
進
」
よ
り
な
る
が
、
主
体
は
「
水
主
源
七
日
上
書
」
で
、
榎
津
町
(
現
福
岡
県
大
川
市
榎
津
)
の
船
頭
、
十

右
衛
門
の
船
の
水
主
、
源
七
の
報
告
で
あ
る
。

源
七
は
、
島
原
沖
に
停
泊
中
の
乗
り
組
み
船
に
浸
水
が
発
生
し
、
こ
れ
を
連
絡
す
る
た
め
に
三
月
二
九
日
に
島
原
を
出
発
し
榎
津
に

か
え
り
、

四
月
一
日
海
路
島
原
に
も
ど
る
途
中
で
眉
山
崩
壊
に
と
も
な
う
津
波
に
遭
遇
し
た
。
九
死
に
一
生
を
え
て
、
長
須
(
現
熊
本

県
玉
名
郡
長
洲
町
)
を
経
由
し
て
四
月
二
日
榎
津
に
も
ど
っ
た
と
こ
ろ
、

お
り
か
ら
島
原
の
状
況
を
偵
察
に
い
く
久
留
米
藩
の
役
人
の

船
杭
出
発
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
に
の
っ
て
再
度
島
原
に
い
く
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
島
原
で
は
、
上
陸
し
て
同
僚
乗
組
員

の
行
方
を
き
が
し
て
い
る
。

口
上
書
で
は
そ
の
経
過
お
よ
び
見
聞
し
た
各
地
の
被
害
状
況
を
報
告
す
る
。

内
容
が
か
な
り
ち
が
う
が
、
源
七
の
報
告
は
、
本
稿
で
検
討
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
資
料
で
あ
る
「
諸
記
録
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る

[
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
、

一
九
八
四
、
二
六
四
頁
]
。
ま
た
、
「
久
留
米
藩
日
記
(
国
元
)
」
(
久
留
米
市
民
図
書
館
、
新
有
馬
文
庫
)
所
収

の
、
同
藩
か
ら
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
被
害
届
の
写
し
(
五
月
二
八
日
付
)
に
も
、
源
七
の
報
告
が
み
じ
か
く
示
さ
れ
て
い
る
[
東
京
大
学
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地
震
研
究
所
編
、

一
九
八
九
、
二
三
九
1

二
四
O
頁]。

「
年
代
記
」
で
は
、
上
記
の
一
連
の
写
し
以
降
に
も
、
「
四
月
五
日
島
原
飛
脚
足
軽
両
人
府
中
江
通
羽
犬
塚
馬
刺
共
承
合
候
趣
向
町
庄

屋
注
進
」
、
「
羽
犬
塚
町
市
郎
次
長
須
江
罷
越
見
聞
口
上
書
」
、
「
山
廻
役
今
般
御
用
材
木
難
舟
ニ
付
島
原
表
為
間
合
被
差
越
候
罷
帰
申

達
口
上
書
写
」
と
い
っ
た
写
し
が
つ
づ
き
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
善
作
と
万
蔵
の
口
上
書
は
そ
の
末
尾
に
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
「
注
進
」
や
「
口
上
書
」
の
多
く
は
、

お
そ
ら
く
久
留
米
藩
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
そ
の
写
し
と
思
わ
れ

る
も
の
が
庄
屋
に
ま
で
閲
覧
の
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
節
で
検
討
す
る
「
諸
記
録
」
に
も
類
似
の
情
報
が
あ
ら
わ
れ
、

近
世
の
地
方
に
お
け
る
災
害
情
報
の
伝
達
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
ぷ
か
い
が
、
さ
ら
に
つ
ぎ
に
す
す
み
た
い
。

本
稿
の
焦
点
と
な
る
、
鐘
ケ
江
村
(
現
福
岡
県
大
川
市
鐘
ケ
江
)
の
利
助
の
船
の
乗
組
員
(
「
水
主
」
)
、
善
作
と
万
蔵
の
口
上
書
は
、

(7) 

両
名
に
鐘
ケ
江
村
庄
屋
新
蔵
お
よ
び
江
上
大
庄
屋
浅
川
磯
八
も
く
わ
わ
っ
た
四
名
が
白
江
数
之
丞
に
提
出
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て

い
る
。
日
付
は
「
子
四
月
八
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
両
名
が
帰
帆
し
て
ま
も
な
く
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
私
共
鐘
江
村
利
助

船
水
主
仕
御
買
料
山
石
積
三
月
廿
八
日
出
帆
仕
四
月
朔
日
ニ
島
原
之
内
枯
木
崎
与
申
所
ニ
船
掛
仕
無
難
ニ
而
帰
帆
仕
候
津
波
之
様
子
見

聞
仕
候
趣
左
ニ
申
上
候
」
と
い
う
文
章
に
は
じ
ま
り
、
最
初
は
島
原
半
島
、
肥
前
竹
崎
、
肥
後
、
さ
ら
に
天
草
各
地
の
被
害
の
状
況
を

記
し
て
い
る
。

つ
づ
い
て
あ
ら
わ
れ
る
の
が
眉
山
崩
壊
の
状
況
で
あ
る
[
松
下
編
、

一
九
七
O
、
二
一
了
二
三
頁
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
、

一
九
八

四
、
二
八
三
頁
]
。
や
や
長
く
な
る
が
、
こ
れ
を
示
し
て
み
よ
う
。

一
四
月
朔
日
暮
六
ツ
時
分
船
ヨ
リ
温
泉
前
巌
与
申
山
見
候
処
六
歩
程
崩
落
内
ヨ
リ
白
砂
吹
出
煙
之
如
相
成
七
里
四
方
程
砂
降
一
向
方
角
相
知

不
申
候
故
肥
後
三
角
之
方
ニ
掛
港
島
原
ヨ
リ
五
里
斗
も
遊
行
之
内
程
弐
丈
斗
之
火
出
其
形
半
月
之
知
山
ヨ
リ
海
手
三
里
斗
跡
此
火
次
第
ニ



落
相
成
無
程
又
々
北
之
方
ヨ
リ
十
丁
斗
先
キ
ニ
右
之
如
の
火
出
け
ん
之
様
成
内
弐
ツ
相
見
火
之
長
サ
凡
六
尺
斗
見
事
之
火
色
此
光
リ
ニ
而

右
三
角
之
瀬
戸
明
ら
か
に
分
リ
其
明
リ
ヲ
以
逃
延
夜
五
ツ
半
比
三
角
江
着
舟
助
命
仕
候
:
:
:

島原大変における眉山崩壊時の水蒸気爆発に関連すると推定される資料について

一
島
原
様
御
殿
ハ
残
申
候
御
城
下
町
不
残
下
ニ
相
成
申
候
凡
六
尺
余
砂
積
其
下
ニ
死
人
限
リ
も
無
御
座
其
外
家
財
之
品
井
舟
残
津
融
和
敷
夫
ヨ

リ
海
中
見
渡
候
処
東
ヨ
リ
辰
巳
之
方
ニ
掛
凡
一
里
半
斗
之
内
島
四
十
四
五
茂
出
来
不
残
白
鳥
与
相
見
へ
申
候
扱
又
温
泉
様
東
ニ
掛
六
七
合

斗
崩
跡
よ
り
た
き
り
ト
音
誠
ニ
た
と
へ
か
た
し
且
又
煙
立
候
事
言
語
ニ
述
か
た
し
死
人
失
人
舟
浮
何
程
と
申
儀
未
相
分
不
申
候
私
共
儀
四

月
五
日
朝
六
ツ
時
分
三
角
瀬
戸
ヨ
リ
出
舟
登
掛
海
上
魚
類
影
敷
焼
死
扱
又
死
人
浮
散
居
候
事
限
無
御
座
候

(
下
略
)

彼
ら
の
行
動
か
ら
み
る
と
、

四
月
一
日
の
「
暮
六
ツ
」
こ
ろ
に
島
原
沖
で
眉
山
(
前
山
)
の
崩
壊
を
み
た
あ
と
、
三
角
(
熊
本
県
字
土

郡
三
角
町
)
に
む
け
て
避
難
し
、
「
夜
五
ツ
半
」
に
三
角
'
に
到
着
し
て
い
る
。
短
時
間
で
三
角
ま
で
到
着
で
き
た
の
は
、

お
そ
ら
く
引

き
潮
を
利
用
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ご
四
月
五
日
朝
に
三
角
を
出
て
、
島
原
を
経
由
し
て
鐘
ケ
江
村
に
も
ど
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

眉
山
崩
壊
に
つ
い
て
は
、
眉
山
が
六
分
ほ
ど
く
ず
れ
お
ち
た
と
こ
ろ
か
ら
「
白
砂
」
が
ふ
き
だ
し
、

七
里
四
方
ほ
ど
に
降
下
し
た
と

述
べ
て
い
る
点
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
あ
る
程
度
眉
山
の
崩
壊
が
す
す
ん
だ
と
こ
ろ
で
爆
発
が
発
生
し
た
こ
と
を
示

す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
「
白
砂
」
は
噴
出
し
た
火
山
灰
を
さ
す
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
降
下
範
囲
を
示
す
の
は
、

お

そ
ら
く
彼
ら
が
避
難
し
た
三
角
(
島
原
か
ら
直
線
距
離
で
二
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
で
も
そ
れ
が
み
ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

火
山
灰
は
、
眉
山
の
崩
壊
に
よ
っ
て
で
き
た
、
島
原
前
面
の
あ
た
ら
し
い
島
が
「
不
残
白
島
与
相
見
へ
申
候
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
も
関
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
上
記
の
よ
う
に
、
崩
壊
が
す
す
ん
だ
と
こ
ろ
で
爆
発
が
お
こ
っ
た
と
す
れ
ば
、
火
山
灰
は
で
き
た

9 

ば
か
り
の
島
に
も
降
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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つ
ぎ
に
留
意
さ
れ
る
の
は
三
角
の
方
へ
避
難
す
る
際
に
、
二
度
ほ
ど
大
き
な
火
を
み
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
火
は
ど
の
よ
う
な
性

格
の
も
の
か
検
討
を
要
す
る
が
、
他
に
も
言
及
す
る
資
料
は
す
く
な
く
な
い
[
「
島
原
一
件
書
状
之
写
」
・
「
日
記
(
寛
政
四
年
、
熊
本
大
学

付
属
図
書
館
松
井
文
庫
)
」
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
、

一
九
八
四
、

一
六
五

一
八
一
頁
な
ど
]
。

さ
ら
に
四
月
五
日
以
降
の
観
察
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
屑
山
の
崩
壊
あ
と
か
ら
、
た
ぎ
る
よ
う
な
音
に
く
わ
え
煙
が
出
て
い
る
の

を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
煙
は

「
火
気
」
の
な
い
土
煙
で
あ
る
と
す
る
資
料
も
み
ら
れ
る
[
「
島
原
一
件
書
状
之
写
」
、
東
京
大
学

地
震
研
究
所
編
、

一
九
八
四
、

一
六
五
頁
]
が
、
上
記
「
島
原
大
変
大
地
図
」
に
み
ら
れ
る
描
写
は
ど
ち
ら
に
も
断
定
し
て
い
な
い
。
眉

山
崩
壊
あ
と
の
上
部
に
「
此
辺
折
々
煙
吹
出
申
候
」
と
記
す
と
と
も
に
、

そ
の
や
や
下
に
は
「
此
竪
割
六
筋
程
御
座
候
右
割
ヨ
リ
石
砂

崩
落
候
様
に
も
相
見
又
者
吹
出
し
候
様
ニ
も
御
座
候
勿
論
日
々
晴
雨
之
差
別
な
く
不
時
に
鳴
動
仕
岩
石
谷
間
に
崩
落
申
候
」
と
い
う
文

言
を
付
し
て
い
る
[
小
林
ほ
か

一
九
八
六

一
二
頁
]
。
こ
の
「
竪
割
」
は
崩
壊
の
あ
と
岩
壁
に
あ
ら
わ
れ
た
垂
直
の
わ
れ
め
で
、
そ

こ
か
ら
石
や
砂
が
く
ず
れ
る
の
は
、
単
な
る
崩
落
な
の
か
そ
れ
と
も
内
部
か
ら
の
吹
き
出
し
に
よ
る
も
の
か
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
魚
類
彩
敷
焼
死
」
と
あ
る
の
は
、
眉
山
崩
壊
後
海
水
が
高
温
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
海
水
温
が
古
向
か
っ
た

と
い
う
記
述
は
他
に
も
多
く
[
「
守
山
庄
屋
寛
政
日
記
」
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
、

一
九
八
四
、
六
O
頁
な
ど
]
、
や
は
り
留
意
さ
れ
る
記

載
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
記
述
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
な
眉
山
崩
壊
の
原
因
論
争
に
大
き
な
意
義
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

つ
ぎ
に
類
似
の

資
料
を
掲
載
す
る
「
諸
記
録
」
を
み
て
み
よ
う
。
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「
諸
記
録
」
に
つ
い
て
、
『
新
収
日
本
地
震
史
料
』
は
「
九
州
大
学
付
属
図
書
館
」
と
注
記
す
る
。
た
だ
し
同
図
書
館
の
所
蔵
す
る
近

世
資
料
は
多
く
、
関
係
目
録
を
探
索
し
た
と
こ
ろ
理
学
部
桑
木
文
庫
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
(
資
料
番
号
、

一
六
五

二
)
。
ま
ず
こ
の
諸
記
録
の
検
討
か
ら
は
じ
め
た
い
。

「
諸
記
録
」
を
収
蔵
す
る
桑
木
文
庫
は
、
科
学
史
関
係
の
書
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
洋
書
だ
け
で
な
く
和
書
も
天
文
学
・
数
学
・

測
量
学
な
ど
に
わ
た
り
多
数
所
蔵
す
る
[
筆
者
不
詳
、

一
九
六
八
]
。
「
諸
記
録
」
が
桑
木
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
の
は
一
九
六
一
年
の
よ

、ヮで、

理
学
部
の
図
書
カ

i
ド
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

『
諸
記
録
』
町
枚
、
和
お
叩
写

物
理

NaaJ『
hRN

ω

。.H.ω]戸
.

伊
藤
徳
之
助

こ
の
番
号
と
日
付
は
、
本
体
の
裏
表
紙
に
も
み
ら
れ
る
。

「
諸
記
録
」
で
は
、
冒
頭
か
ら
島
原
大
変
関
係
の
記
事
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
部
分
は
『
新
収
日
本
地
震
史
料
』
に
は
お
さ
め
ら
れ

て
い
な
い
。
「
普
賢
山
」
の
所
在
を
「
温
泉
山
」
(
雲
仙
山
)
の
前
と
し
た
り
、
「
温
泉
山
三
ツ
に
割
れ
」
と
記
す
な
ど
、
現
地
を
よ
く

知
ら
な
い
者
が
書
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
、
掲
載
す
る
に
値
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
づ
く
「
罵
原
変
儀
聞
書
」
も

(
8
)
 

収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
や
は
り
「
島
原
御
領
神
代
村
」
と
い
っ
た
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
地
に
関
す
る
知
識
が
不
充
分
だ

11 

か
ら
で
あ
ろ
う
。
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『
新
収
日
本
地
震
史
料
』
が
収
録
す
る
の
は

つ
ぎ
の
「
柳
川
ヨ
リ
福
嶋
へ
申
来
候
写
」
か
ら
で
あ
る
[
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
、

一
九
八
四
、
二
六
三
二
六
九
頁
]
。
こ
こ
で
、
福
嶋
は
現
八
女
市
福
島
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
「
諸
記
録
」
が
久
留
米
藩
領
で
成
立

し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

つ
づ
い
て
登
場
す
る
の
は
、
す
で
に
「
年
代
記
」
で
み
た
、
「
山
廻
役
今
般
御
用
材
木
難
舟
ニ
付
島
原
表
為
間
合
被
差
越
候
罷
帰
申

達
口
上
書
写
」
に
構
成
が
類
似
す
る
被
害
報
告
(
四
月
五
日
付
)
で
あ
る
。
た
だ
し
冒
頭
は
、
「
年
代
記
」
で
は
上
記
鐘
ケ
江
村
利
助
の

船
の
乗
員
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
善
蔵
万
蔵
」
の
報
告
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
諸
記
録
」
は
上
記
の
源
七
の
見
聞
を
記
し
て
い
る

[
二
六
四
頁
]
。
こ
の
部
分
は
上
記
「
水
主
掠
七
口
上
書
」
に
類
似
す
る
が
、
た
だ
し
は
る
か
に
み
じ
か
く
、
ま
た
意
味
の
と
り
に
く
い

と
こ
ろ
が
す
く
な
く
な
い
。
ま
た
中
間
や
末
尾
に
「
年
代
記
」
に
は
見
え
な
い
、
天
草
や
肥
前
早
津
江
(
現
佐
賀
県
佐
賀
郡
川
副
町
)

の
船
頭
か
ら
の
聞
き
書
き
な
ど
を
挿
入
し
、
や
は
り
意
味
の
と
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
散
見
す
る
。
「
年
代
記
」
掲
載
の
資
料
が
、
久
留

米
藩
の
役
人
、
井
上
喜
市
の
島
原
視
察
報
告
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
諸
記
録
」
で
は
そ
れ
以
外
の
情
報
が
く
わ
え
ら
れ
て
い
る

(9) 

と
い
っ
て
も
よ
い
。

つ
ヴ
く
「
鴫
原
風
説
書
塩
川
氏
聞
書
之
由
愛
ニ
写
」
(
四
月
六
日
付
)
は
、
や
は
り
「
年
代
記
」
に
み
え
る
上
記
善
作
・
万
蔵
の
口
上

書
に
類
似
す
る
。
た
だ
し
口
上
書
の
形
式
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
報
告
し
た
船
員
は
、
万
蔵
の
ほ
か
「
彦
作
」
、
「
文
吉
」
の
三
名
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
乗
船
も
「
鏡
ヶ
江
村
弥
次
郎
船
」
と
記
さ
れ
て
い
る
[
二
六
七
、
二
六
九
頁
]
。
前
節
で
引
用
し
た
「
年
代
記
」
の
眉
山

(
叩
)

崩
壊
に
関
す
る
記
述
に
対
応
す
る
部
分
は
、
同
様
の
記
載
も
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
に
行
数
が
ふ
え
、
公
式
報
告
に
は
そ
ぐ
わ
な
い

よ
う
な
表
現
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
中
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
肥
後
長
須
・
三
角
の
高
潮
に
関
す
る
文
言
は
、
「
凡
拾
壱
丈
余
り
打
上
所

ニ
寄
り
拾
五
丈
程
も
打
上
申
候
」
と
あ
き
ら
か
な
誇
張
が
み
ら
れ
る
。
赤
木
[
一
九
八
六
、
二
O
O
ニ
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

眉



山
崩
壊
に
よ
る
津
波
の
波
高
(
津
波
到
達
地
点
の
高
さ
)
は
、
最
高
が
十
七
丈
で
あ
っ
た
[
都
司
・
日
野
、

一
九
九
三
も
参
照
]
。

以
上
の
よ
う
に
「
諸
記
録
」
記
載
の
鴫
原
大
変
関
係
資
料
は
「
年
代
記
」
記
載
の
も
の
と
の
ち
が
い
も
み
と
め
ら
れ
る
が
、
内
容
的

島原大変における眉山崩壊時の水蒸気爆発に関連すると推定される資料について

に
は
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
す
で
に
「
諸
記
録
」
が
久
留
米
藩
領
で
作
製
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
島
原
大
変

関
係
記
事
の
あ
と
享
和
四
(
文
化
元
[
一
八
O
四
]
)
年
の
筑
前
の
洪
水
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
諸
記
録
」
に
登
場
す
る
記
事
に
は
九
州
、

さ
ら
に
久
留
米
藩
領
の
も
の
が
多
い
。
遠
隔
地
か
ら
の
情
報
も
記
し
な
が
ら
も
、
三
原
郡
小
板
井
村
(
現
小
郡
市
)
、
竹
野
郡
松
門
寺

村
(
現
田
主
丸
町
)
、
上
妻
郡
湖
上
村
(
現
筑
後
市
)
と
い
っ
た
地
名
が
登
場
す
る
。
こ
う
し
た
近
接
性
が
こ
の
類
似
性
の
背
景
に
あ
る

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
「
年
代
記
」
に
み
え
る
類
似
資
料
と
の
日
付
の
ち
が
い
や
書
写
の
前
後
関
係
な
ど
が
つ

ぎ
に
問
題
と
な
る
が
、
す
で
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
と
お
り
、
容
易
に
は
判
断
で
き
な
い
。
「
年
代
記
」
に
み
え
る

も
の
が
、
公
式
的
な
文
書
の
形
式
を
よ
く
保
持
し
て
い
る
点
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
「
年
代
記
」
お
よ
び
「
諸
記
録
」
の
特
色
な
ら
び
に
そ
れ
が
掲
載
す
る
島
原
大
変
関
係
資
料
、
な
か
で
も
眉
山
崩
壊
に
関
連

す
る
記
述
を
検
討
し
た
。
「
諸
記
録
」
の
来
歴
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、
「
年
代
記
」
同
様
久
留
米
藩
領
で
作
製
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
屑
山
崩
壊
に
よ
る
津
波
の
被
害
は
久
留
米
藩
領
に
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
島
原
大
変
に
対
す
る
関
心
は
、
領
内

の
船
お
よ
び
そ
の
乗
員
の
安
否
や
行
方
に
集
中
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
帰
還
し
た
そ
う
し
た
人
ぴ
と
の
も
た
ら
す
情
報
は
、

島
原
大
変
の
実
情
を
把
握
す
る
上
で
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

13 

こ
こ
で
紹
介
し
た
資
料
、

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
作
製
さ
れ
、

た
ま
た
ま

と
く
に
「
年
代
記
」
に
み
ら
れ
る
注
進
や
口
上
書
は
、
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こ
れ
を
閲
覧
し
た
地
方
の
知
識
人
が
か
き
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
す

れ
ば
、
ま
だ
ほ
か
に
も
類
似
の
資
料
の
な
か
に
関
係
記
録
が
み
つ
か
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
そ
う
し
た
類
似
資
料
が
発

見
さ
れ
れ
ば
、
「
年
代
記
」
の
注
進
や
口
上
書
が
「
諸
記
録
」
に
み
ら
れ
る
関
係
資
料
と
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
も
容
易
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

上
記
の
よ
う
に
眉
山
崩
壊
を
海
上
か
ら
望
見
し
た
記
録
は
、
き
わ
め
て
ま
れ
で
特
殊
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
記
録
に

示
さ
れ
た
状
況
は
、
冒
頭
で
ふ
れ
た
秋
田
県
鹿
角
市
八
幡
平
地
す
べ
り
の
経
過
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
す
く
な
く
な
い
。
地
す
べ
り
が

発
生
し
た
あ
と
に
水
蒸
気
爆
発
が
お
こ
っ
て
い
る
点
や
、
下
流
に
流
れ
た
「
岩
屑
な
だ
れ
」
の
堆
積
物
に
火
山
灰
が
降
下
し
て
い
る
点

な
ど
は
、
上
記
記
録
と
よ
く
符
合
す
る
と
思
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
示
す
こ
と
が
で
き
た
目
撃
記
録
は
ま
だ
一
例
に
す
ぎ
ず
、
大
森
[
一
九
一
八
]
の
示
し
た
論
点
に
こ
た
え
る
に
は
、

関
連
記
録
の
さ
ら
な
る
探
索
に
く
わ
え
、
噴
出
し
た
火
山
灰
の
検
出
な
ど
、
多
く
の
作
業
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
同
時
に
、
こ

の
種
の
資
料
を
ふ
ま
え
な
が
ら
水
蒸
気
爆
発
の
諸
例
[
林
、

一
九
九
八
、
奥
野
、
二

O
O
二
]
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た

な
か
で
、
眉
山
崩
壊
の
原
因
論
争
が
再
度
活
性
化
し
、

そ
れ
が
防
災
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

主

(
1
)

そ
の
ご
千
葉
[
一
九
八
八
]
、
遠
藤
ほ
か
[
一
九
八
八
]
、
林
[
一
九
八
八
]
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)

榎
津
は
、
筑
後
川
に
面
す
る
港
町
で
、
そ
こ
に
き
た
柳
川
の
商
人
か
ら
の
島
原
の
状
況
に
関
す
る
聞
き
書
き
と
み
ら
れ
る
。

(
3
)

江
上
は
現
福
岡
県
三
瀦
郡
江
上
で
、
そ
こ
に
居
住
す
る
大
庄
屋
に
あ
つ
ま
っ
た
、
榎
津
・
酒
見
・
北
酒
見
・
鐘
ケ
江
の
船
の
行
方
や

船
員
に
関
す
る
情
報
を
報
告
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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(
4
)

羽
犬
塚
は
、
現
福
岡
県
筑
後
市
羽
犬
塚
で
、
近
世
は
宿
駅
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
を
通
り
か
か
っ
た
島
原
藩
の
飛
脚
か
ら
宿
駅
の
役

人
が
聞
き
取
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

(
5
)

四
月
五
日
長
須
(
現
熊
本
県
玉
名
郡
長
洲
町
)
に
い
っ
た
者
の
報
告
。
長
須
は
、
津
波
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
。

(
6
)

四
月
六
日
に
井
上
喜
市
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
、
島
原
で
の
見
問
。
こ
の
記
載
か
ら
、
上
記
源
七
は
こ
の
井
上
喜
市
の
飛
船
に
便
乗
し

て
島
原
に
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(7)

久
留
米
藩
の
公
刊
さ
れ
て
い
る
分
限
帳
に
は
、
寛
政
期
の
も
の
は
な
い
が
、
文
久
期
の
分
限
帳
に
は
白
江
姓
の
侍
が
登
場
し
、
白
江

此
面
は
「
普
請
奉
行
」
、
白
江
市
次
郎
は
「
町
奉
行
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
弘
化
期
の
資
料
で
は
、
此
面
は
「
三
瀦
郡

受
持
奉
行
」
に
就
任
し
て
い
た
[
鶴
久
、
一
九
七
五
]
。
白
江
数
之
丞
も
お
そ
ら
く
こ
の
種
の
職
に
在
勤
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

(8)

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
神
代
は
佐
賀
藩
領
で
あ
っ
た
。

(9)

と
く
に
大
き
な
相
違
は
、
井
上
喜
市
(
「
諸
記
録
」
で
は
井
上
喜
市
郎
)
が
「
諸
記
録
」
で
は
島
原
を
視
察
し
て
い
な
い
と
し
て
い
る

点
で
あ
る
。

(
叩
)
「
私
共
船
ヨ
リ
五
六
丁
南
ニ
長
サ
弐
丈
余
り
に
し
て
弐
ツ
之
銀
六
尺
程
と
相
見
美
々
敷
火
海
上
は
る
か
に
出
誠
ニ
白
昼
の
如
く
に
成

り
候
:
:
:
」
、
「
:
:
:
拾
町
程
隔
候
而
北
に
当
り
初
之
火
に
少
し
も
不
替
火
又
々
出
畳
の
こ
と
く
ニ
成
ニ
け
り
:
:
:
」
、
「
右
山
崩
之
節
焼

砂
降
り
目
に
も
不
見
右
砂
ハ
七
里
四
方
程
降
り
候
と
申
候
」
、
「
:
:
:
山
崩
込
山
よ
り
束
辰
巳
之
方
ニ
掛
海
上
一
旦
半
程
計
之
処
鴫
之
数

回
十
四
五
半
時
之
間
ニ
出
来
不
残
白
鴫
と
相
見
申
候
」
、
「
温
泉
山
小
様
ニ
掛
り
山
七
八
合
計
崩
落
尤
南
北
両
端
は
少
充
残
其
崩
落
跡
た

き
る
音
誠
に
恐
し
く
物
-
一
書
へ
方
も
な
く
炎
姻
り
の
立
事
言
語
ニ
難
述
御
座
候
」
な
ど
。
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文
献

赤
木
祥
彦
(
一
九
八
六
)
「
島
原
半
島
に
お
け
る
眉
山
大
崩
壊
に
よ
る
津
波
被
害
」
(
野
口
喜
久
雄
・
小
野
菊
雄
編
『
九
州
地
方
に
お
け
る
近

世
自
然
災
害
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
九
州
大
学
教
養
部
国
史
学
・
人
文
地
理
学
研
究
室
)
、
三
七
'
五
O
頁。

赤
木
祥
彦
(
二

0
0
こ
「
島
原
半
島
に
お
け
る
盾
山
大
崩
壊
に
よ
る
津
波
の
高
度
と
そ
の
範
囲
」
「
歴
史
地
理
学
』
四
三
巻
一
号
、
四
1

一

九
頁
。

千
葉
達
朗
(
一
九
九
八
)
「
熊
沢
地
す
べ
り
土
石
流
災
害
の
概
要
」
(
柳
糧
栄
司
編
『
秋
田
県
鹿
角
市
八
幡
平
地
す
べ
り
・
土
石
流
災
害
に
関
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す
る
調
査
研
究
』
平
成
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
)
、
一

O
l二
四
頁
。

千
葉
達
朗
・
林
信
太
郎
・
小
野
田
敏
・
栗
原
和
弘
・
藤
田
浩
司
・
星
野
実
・
浅
井
健
一
(
一
九
九
七
)
「
一
九
九
七
年
五
月
一
一

B
に
発
生

し
た
澄
川
地
す
べ
り
と
水
蒸
気
爆
発
」
『
地
質
学
雑
誌
』
一

O
三
巻
六
号
、
口
絵
X
X
I
I
X
X
H。

遠
藤
邦
彦
・
千
葉
達
朗
・
小
森
次
郎
(
一
九
九
八
)
「
八
幡
平
熊
沢
地
す
べ
り
・
土
石
流
災
害
と
水
蒸
気
爆
発
」
(
柳
薄
栄
司
編
『
秋
田
県
鹿

角
市
八
幡
平
地
す
べ
り
・
土
石
流
災
害
に
関
す
る
調
査
研
究
』
平
成
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
)
、
一
三
六
』
一
五
一

頁。
林
信
太
郎
(
一
九
九
七
)
「
地
滑
り
が
〈
爆
発
V
の
引
き
金
に
?
」
「
サ
イ
ア
ス
』
(
朝
日
新
聞
社
)
二
巻
十
二
号
(
六
月
号
)
、
六
』
七
頁
。

林
信
太
郎
(
一
九
九
八
)
「
地
す
べ
り
災
害
と
水
蒸
気
爆
発
」
(
柳
津
栄
司
編
『
秋
田
県
鹿
角
市
八
幡
平
地
す
べ
り
・
土
石
流
災
害
に
関
す
る

調
査
研
究
』
平
成
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
)
、
一
五
二
l

一
六
二
頁
。

筆
者
不
詳
(
一
九
六
八
)
「
九
州
大
学
所
蔵
桑
木
文
庫
総
目
録
」
『
科
学
技
術
史
研
究
』
(
西
日
本
科
学
史
学
会
・
日
本
科
学
史
学
会
九
州
支

部
}
、
一
九
六
八
・
二
号
、
六
三
l

一
一
七
頁
。

勘
米
良
亀
齢
・
小
林
茂
(
一
九
九
五
)
「
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
」
(
内
嶋
善
兵
衛
・
勘
米
良
亀
齢
・
田
川
日
出
夫
・
小
林
茂
編
『
日
本
の

自
然
地
域
編
7
、
九
州
』
岩
波
書
底
)
、
三
三
ア
一
三
四
頁
。

小
林
茂
(
一
九
九
一
)
「
島
原
大
変
絵
図
一
二

O
O年
ま
え
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
『
冨

5
2
5
間
百
各
宍
文
明
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
』
(
博

物
館
等
建
設
推
進
九
州
会
議
)
三
九
号
、
二
六
l

三
二
頁
。

小
林
茂
・
小
野
菊
雄
・
関
原
祐
一
(
一
九
八
六
)
「
島
原
大
変
関
係
絵
図
の
検
討
」
(
野
口
喜
久
雄
・
小
野
菊
雄
編
『
九
州
地
方
に
お
け
る

近
世
自
然
災
害
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
九
州
大
学
教
養
部
国
史
学
・
人
文
地
理
学
研
究
室
)
、
四
l

二
八
頁
。

小
林
茂
・
磯
望
・
陶
野
郁
雄
・
遠
藤
邦
彦
(
一
九
九
七
)
「
眉
山
崩
壊
{
一
七
九
二
年
)
と
八
幡
平
地
す
べ
り
(
一
九
九
七
年
)
の
類

似
性
」
『
日
本
第
四
紀
学
会
講
演
要
旨
集
』
二
七
号
、
六
二
l

六
三
頁
。

駒
田
亥
久
雄
(
一
九
二
ニ
)
「
寛
政
四
年
肥
前
島
原
、
眉
山
爆
裂
前
後
の
状
況
に
就
て
」
『
地
質
学
雑
誌
』
二

O
巻
、
一
五

O
l
一
六
二
頁
。

駒
田
亥
久
雄
(
一
九
二
ハ
)
「
温
泉
岳
火
山
地
質
調
査
報
文
」
『
震
災
予
防
調
査
会
報
告
』
八
四
号
、
一
ー
一

O
七
頁
q

小
山
真
人
(
一
九
九
九
)
「
日
本
の
史
料
地
震
学
の
問
題
点
と
展
望
」
『
地
学
雑
誌
』
一

O
八
巻
四
号
、
三
四
六
l

三
六
九
頁
。

松
下
志
朗
編
(
一
九
七
O
)
『
筑
後
旧
家
記
録
』
七
隈
史
料
刊
行
会
。
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松
下
志
朗
・
石
井
保
麿
(
一
九
七

O
)
「
は
し
が
き
」
(
松
下
志
朗
編
『
筑
後
旧
家
記
録
』
七
隈
史
料
刊
行
会
)
、
一
l

五
頁
。

宮
地
六
美
・
小
林
茂
・
関
原
祐
一
・
小
野
菊
雄
・
赤
木
祥
彦
(
一
九
八
七
)
「
〈
島
原
大
変
V
に
関
す
る
徳
川
時
代
の
古
絵
地
図
の
地
質

学
的
解
釈
」
『
九
州
大
学
地
学
研
究
報
告
』
二
五
号
、
三
九
l

五
二
頁
。

奥
野
充
(
二

O
O
二
)
「
水
蒸
気
噴
火
の
噴
火
史
研
究
」
『
金
沢
大
学
文
学
部
地
理
学
報
告
』
一

O
号
、
二
九
l

三
六
頁
。

大
森
房
吉
(
一
九
一
八
)
「
寛
政
四
年
島
原
温
泉
岳
前
山
の
崩
潰
に
就
き
て
」
『
地
質
学
雑
誌
』
二
五
巻
、
二
五
六
l

二
五
八
頁
。

太
田
一
也
(
一
九
八
四
)
『
雲
仙
火
山
』
長
崎
県
。

太
田
一
也
述
・
吉
田
賢
治
著
(
一
九
九
九
)
『
普
賢
岳
鳴
動
す
一
太
田
一
也
聞
書
』
西
日
本
新
聞
社
。

佐
藤
伝
蔵
(
一
九
一
八
)
「
温
泉
岳
火
山
流
れ
山
」
『
地
学
雑
誌
』
一
二

O
巻
、
五
六
1

五
七
頁
。

佐
藤
伝
蔵
(
一
九
二
六
)
「
温
泉
岳
前
山
の
山
崩
説
を
駁
す
」
『
地
球
』
四
巻
、
四
三
七
!
四
四
七
頁
。

田
主
丸
古
文
書
を
読
む
会
編
(
一
九
八
七
)
「
塩
足
年
代
記
」
『
田
主
丸
郷
土
史
研
究
』
一
号
、
一
七
了
一
九
四
頁
。

東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
(
一
九
八
四
)
『
新
収
日
本
地
震
史
料
、
第
四
巻
別
巻
』
日
本
電
気
協
会
。

東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
(
一
九
八
九
)
『
新
収
日
本
地
震
史
料
、
補
遺
別
巻
』
日
本
電
気
協
会
。

都
司
嘉
宣
・
日
野
貴
之
(
一
九
九
三
)
「
寛
政
四
(
一
七
九
二
)
年
島
原
半
島
眉
山
の
崩
壊
に
伴
う
有
明
海
津
波
の
熊
本
県
側
に
お
け
る
被
害
、

お
よ
び
沿
岸
遡
上
高
」
「
東
京
大
学
地
震
研
究
所
蒙
報
』
六
八
号
、
九
一
ー
一
七
六
頁
。

鶴
久
二
郎
編
(
一
九
七
五
)
『
久
留
米
藩
御
家
中
分
限
帳
、
一
下
』
三
瀦
町
、
鶴
久
二
郎
。

宇
井
忠
英
(
一
九
八
八
)
「
火
山
現
象
と
し
て
の
岩
屑
流
」
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
一
八
巻
四
号
、
六
O
f
七
O
頁。

(
文
学
研
究
科
教
授
・
九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
[
本
研
究
科
特
別
研
究
学
生
]
)



SUMMARY 18 

An Examination of Documents concerning the Phreatic Eruption 

of Mayu-yama， Unzen Volcanic Area， Kyushu， Japan， in 1792 

Shigeru KOBAYASHI and Kunitada NARUMI 

The Mayu-yama， a lava dome of the Unzen volcanic area， 

Kyushu， Japan， suddenly collapsed on May 21， 1792. The debris ava-
lanche and debris flow from . Mayu-yama， and the subsequent 
、tsunamisin the Ariake Sea killed approximately 15，000 people. This 

is也.emain disaster of Shimabara-taihen or Shimabara Catastrophe. 

On the cause of the collapse of Mayu-yama， there has been a 

controversy. Komada (1913; 1916) and Sato (1918; 1926) insisted that 

it was the eruption of Mayu-yama itself， whereas臼nori(1918) 

attributed it to earthquake shocks before the collapse. However no 

clear evidence of eruption has been produced since the beginning of 

controversy. 

In the Shinshu Nihon Jishin Shiryo or New Collection of Hi-

storical Materials conceming Earthquakes in J apan <Earthquake 

Research Institute， University of Tokyo， 1984)， two documents are su-
ggesting that phreatic eruptions occurred during the collapse of 

Mayu-yama. The authors examined the source materials which car-

ried the documents and found that they were chronicles compiled by 

local intellectuals in the fief of Kurume-han. Judging from the form 

of documents，出eyconcluded those suggesting phreatic eruptions 

were the copi田 ofverbal notes of田amenwho had ob関門ed出e

collapse at sea， submitted to the authority of Kurume-han. They also 

pointed out that researches such as the identification of tephras by 

the eruption are required to confirm the description in出edocu-

ments. 

Keywords : the collapse of Mayu-yama in 1792， Unzen volcanic area， 

Shimabara Catastrophe， phreatic eruption， historical 

materials 
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史資料


